
京都府医師会の取り組み 
 

一般社団法人 京都府医師会 

医師のワークライフバランス委員会 委員長 南口早智子 

平成30年11月10日 近畿ブロック会議 



委員（敬称略） 所属 診療科 

家原 知子 京都府立医科大学附属病院  小児科 

衛藤 美穂  京都第二赤十字病院  産婦人科 

大越 香江  日本バプテスト病院  外科 

鴻巣 寛  綾部市立病院  外科 

辻 幸子  辻小児科内科医院  小児科 

中前 恵一郎 医仁会武田総合病院 内科 

松村 由美  京都大学医学部附属病院  皮膚科 

南口 早智子  京都大学医学部附属病院  病理診断科 

森澤 信子 京都市立病院 放射線科 

若園 吉裕  京都桂病院  小児科 

医師のワークライフバランス（ＷＬＢ）委員会 
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医師のワークライフバランス（ＷＬＢ）委員会 

■3月：医学生・研修医をサポートする会開催 
 

■5月：子育てサポートセンター開設 
 

■7月：子育てサポートセンター稼働開始 
 

■9月：医師のワークライフバランス支援ホームページ開設 

2018年の活動 
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医学生・研修医をサポートする会 

≫勤務医部会総会とコラボ開催 

と き 2018年3月3日 
ところ 京都ホテルオークラ 
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医学生・研修医をサポートする会 

「働き方改革からその先へ」(特別講演）浜田敬子氏 
                BUSINESS INSIDER JAPANの統括編集長、前AERA編集長、 

                羽鳥慎一モーニングショー・コメンテーター 

 他業種の大変さに触れて共感した、非常に勉強になった、大変参考になった、将来に活かしたい 

 他業種における具体的な状況・工夫・打開策、女性の働き方の難しい部門が大変多いという現実、しっかり

コミュニケーションをとる必要性がわかった 

 働き方改革の企業の具体的な方法や上司やトップの意識の変え方などがよかった 

 どの時代や立場でも基本は多くの女性が個々の工夫により、その度状況に対応し乗り切っていることが実際

のところであり、これらの点が声にならないと社会が変わらず、結果個々の課題も改善しないと感じる 

 働く人、それぞれに合ったオーダーメイドの働き方の環境を作るという話に大きく衝撃を受けた 

 職場に来なくても在宅勤務でこなせる職種と在宅が難しい医師の職場という違いが難しく感じた 

 分野は違っても働き方改革は必須や課題であり、トップの考え方により取り組み方の姿勢に大きく影響する 

 

＜参加者の声＞ 
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様々な立場から「今の働き方」と「医師の働き方改革」について 

                 －将来への「不安」と「期待」－ 

 各々の立場、問題点、キャリアプラン、はっきりした要望が聞けてよかった、結婚・妊娠・出

産の経験談が聞けてよかった 

 演者のバランスがよかった 

 医療現場で、上司の方が子育てや家族への配慮があると職場の雰囲気が良いことを知り、自身

の職場にも大変参考になった 

 若手の意見をもっと聞きたかった 

 「やりがい搾取」という言葉にハッとさせられた 

 

京都第二赤十字病院 初期研修医 安藝 惠氏、洛和会音羽病院 放射線科 中井 朝子 氏 

愛生会山科病院外科部長 片野 智子 氏、三菱京都病院 心臓内科 部長 横松 孝史 氏 

医学生・研修医をサポートする会 

＜参加者の声＞ 
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医学生・研修医をサポートする会 

第９回「医学生・研修医をサポートする会」 

日時：2019年3月2日（土）午後  

場所：京都府医師会館 

次回開催決定！ 
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子育てサポートセンター開設・稼働 
2018年5月：開設 

2018年7月：本格稼働開始 

府医キッズルームの様子 
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子育てサポートセンターサービス内容 

 

•  妊娠、出産に伴う社会保障制度について 

•  保育園入園手続きについて 

•  乳幼児健診、予防接種等について 

•  育児全般のアドバイス 

•  復職支援（ドクターバンクと連携） など 

①相談員（ベテラン元保育士）による相談対応 
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子育てサポートセンターサービス内容 

②お迎え代行・一時保育斡旋サービス 
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子育てサポートセンター現状・課題 

 広報に注力中 
  チラシ・ポスターの作成、配布  
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医師のワークライフバランス支援 
ホームページの開設 

https://rc-support.jp/ 

2018年9月 オープン！ 

子育てサポートセンターのページに飛びます 
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 京都府医師会内に『子育てサポートセンター』を開設しまし

た。初めての試みであり、より利用しやすい施設を目指して

サービス内容について検討を続けています。 

 新たに開設したホームページでは、各医療機関へのアンケー

ト結果をもとに、子育て支援制度の整備状況などにつき情報を

公開しています。 

 女性医師に届くサービスを目指して改良を継続していきます。 

最後に 
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